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エゾバフンウニは、生まれてから最初の20日～

50日間程度、水中を泳ぎ回って生活したあと、小

さいながらも親と同じような形の稚ウニになって

海の底での生活に移ります。北海道で行っている

ウニの人工種苗生産では、0.5トンや1トン水槽で

育てた浮遊幼生を、2.5トン～7.5トンの水槽に移

し、ここに設置した数百枚の波板に稚ウニをつけ

ています（採苗といいます 。幼生飼育も、そし）

てこの採苗も、できるだけ自然界に近い条件で行

いたいのですが、海に比べて圧倒的に狭い水槽の

中でのことだけに、思うようにならないことだら

けです。特に採苗は、それまでの狭い室内の小さ

い水槽での育成に比べ、広い空間の大きい水槽で

の育成に変わり、幼生飼育していた水温と採苗す

るときの水温に差が生じやすい工程でもありま

す。ここで大量にへい死してしまい、これまでの

幼生飼育の苦労が水の泡になってしまったという

例も数多くあります。

そこで、北海道栽培漁業振興公社鹿部事業所か

ら分けていただいた、着底期のエゾバフンウニ幼

生を用いて、採苗の工程での水温の影響について

調べてみました。

まず、1Ｌの腰高シャーレに700mlの濾過海水を

入れ、11.3℃～ 27.1℃に設定した暗黒条件のイ

ンキュベーター（恒温器）または恒温室に収容し

ます。このとき、腰高シャーレにはウルベラ レ

ンズという緑藻を繁茂させた波板（2.6×5.0cm）

も併せて収容しました。腰高シャーレの水温が設

定温度に達してから、約30個体の幼生を含む100m

lの海水（水温は15.9℃でした）を添加し、その

後の幼生の生き残りについて調べました。700ml

に対して100mlの幼生を含む海水を加えるという

のは、2.5トン水槽に幼生を含む海水を250Ｌ入れ

たのと同様の条件に相当します。それぞれ３つの

シャーレを用いて同時に行っています。収容して

から９日目に、腰高シャーレ内のすべての幼生を

回収して、生残個体数とへい死個体数を計数しま

した。この間水温は図１のように変化しました。

幼生は、図２のように、11.3℃～23.4℃までの範

囲内ではほとんど生き残っていましたが、27.1℃

の水温条件では、ほとんどの個体がへい死しまし

た。このことから着底期幼生は、思っていたより

も水温変化に耐えられることが明らかになりまし

た。

今後も種苗生産技術の改良を目指して、こうし

た試験を行い、種苗生産の効率化を目指す予定で

す。栽培漁業の発展に役立てられるように。
．．

（栽培センター貝類部 酒井 勇一）
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エゾバフンウニ着底期幼生の水温耐性について

図１ 飼育水温の変化

図２ 幼生のへい死率
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本誌51号にて、アブラツノザメの13年目および

15年目という超長期の再捕記録が報告されまし

た。今回、再び１尾再捕され、前回を上回る18年

目の再捕となったので紹介します。

放流場所は、前回同様カナダのバンクーバー島

の沖で、1984年５月６日に北緯48度26.7分、西経

125度33.3分で放流された全長788㎜の雌個体で

す。再捕場所は、2002年11月４日に松前町小島の

東方2.5km付近の海域で、刺し網で漁獲され、全

長は150㎝、体重は６kgとの報告をうけています

（図１ 。）

全長150cmというのは、ほぼ本種の最大全長に

近い大きさになります。前回再捕の２尾も放流時

の全長は85cmおよび77cmと今回の再捕魚とほぼ同

じ大きさであり、それぞれ13年間で０cm（全く成

長していない 、15年間で約23cmの成長でした。）

本種は成長が遅いことが知られており、北東太平

洋海域での年齢と成長関係では80歳で109cmとあ

ります。この関係を今回の再捕個体にそのまま適

用してしまうと、とんでもない高齢魚となってし

まいます。やはり、最大長に達するような個体の

中には、本報告のようにかなり成長の良い個体も

いるようです。

回遊経路については、最近用いられている＊ア

ーカイバルタッグなどと異なり、標識札によるも

のですから、放流点と再捕点の２カ所しかわかり

ません。カナダから日本への回遊経路はベーリン

グ海からアリューシャン列島経由が考えられてい

ましたが、ベーリング海での本種の分布密度が低

いことから疑問視されていました。しかし、北太

平洋で行われたサケの分布調査の中で本種が混獲

され、北太平洋の沖合域でもかなり分布（西側に

混穫が多いのは調査密度による）していることが

わかりました（図２ 。これと重ね合わせると太）

平洋をほぼ横断してきた可能性が考えられます。

しかし、横断回遊がなぜ行われるのかについては

不明であり、今後の課題となっているようです。

＊アーカイバルタッグ～光センサーによる日出･

日没時刻から､毎日の地球上の位置を計算し､魚

の移動経路の推定を可能にする記録型標識

（函館水試資源管理部 國廣靖志）
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再び！ アブラツノザメ長期再捕

図１ アブラツノザメの放流点（●☆）と再捕点（★）

（斜線部：分布域）

図２ 波線内の海域で実施されたサケの分布調査の

際に混獲されたアブラツノザメの分布

（Ketchen，1986より一部改変）
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網走湖はヤマトシジミの分布域の北限近くに位

置しています。ここでの漁獲量は年間800ｔ前後

で、北海道における総漁獲量の70％以上を占めま

す。全国的に見ても島根県の宍道湖、茨城県の涸

沼・那珂川、利根川、青森県の小川原湖、十三湖

に次ぐものです。

網走湖は、12月から４月にかけて結氷します。

また、操業期間は資源管理上の配慮から、概ね５

月～10月の６カ月間であり、冬期間の操業は行な

われていません。

ヤマトシジミは長い冬の間、一体どうしている

のでしょうか？実は、網走湖で冬期間にヤマトシ

ジミの調査を行ったことはあまりなく、このこと

についてはほとんどわかっていません。冬期間で

も操業を行っている本州の漁師さんの経験や室内

での実験結果から｢水温が低くなるとヤマトシジ

ミは深く潜る｣と推測されているだけです。

、 （ ）そこで今回 新しく作った柱状採泥器 写真１

の実地試験も兼ね、平成15年2月26日に氷下のヤ

マトシジミ調査を行いました。ところで、｢採泥

器｣という機械には幾つかの種類があり、目的に

より使い分けます。底泥を層別に採集したい場合

は柱状採泥器と呼ばれるものを使いますが、従来

のものは口径が小さくシジミを採ることには適し

ません。この新しい採泥器は製作時に口径を自由

に設定できるため、よりシジミを採取しやすくな

ります。これでシジミが潜っている深さを特定で

きるはずで、うまく使えれば便利なツールになり

ます。なお、この採泥器は水産工学研究所が昨年

のベントス学会で紹介したものを改良し、作成し

たものです。

調査現場では先ず、チェーンソーで氷に穴を開

けます。水深を測った後、ゆっくりと採泥器を突

き刺します。湖底の砂泥がしまっていてなかなか

深く刺さらなかったり、途中で砂が落ちたりする

こともありましたが、何とか採泥に成功しシジミ

を採ることができました（写真２、３ 。）

まだ、｢層別に採集する（シジミの潜砂深度を

特定する）｣というところまでは至らず、この目

的のためには砂の取り出し方法等、改良する点が

幾つかあります。今後も調査道具や方法を工夫し

ながら、調査していきたいと考えています。

（網走水試資源増殖部 田村亮一）
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網走湖の氷下ヤマトシジミ調査
～新しい採集具を使用して～

写真１ 作成した採泥器 写真２ 採泥器をあげた所 写真３ １回の採泥で採集されたヤマトシジミ
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稚内水産試験場では、平成14年秋に宗谷海峡海

域において、試験調査船北洋丸によりロウソクボ

ッケ を対象としたトロール調査を開始しまし※

た。毎年のロウソクボッケの出現量に関する情報

、 。は ホッケの資源を解析する上で極めて重要です

なぜなら、ロウソクボッケの出現量は、そのとき

のホッケ資源量の一部を占めるだけでなく、１～

数年後における大型魚の資源量や漁況にも大きく

関係するからです。この調査の目的は、海上での

直接サンプリングにより、シーズンごとのロウソ

クボッケの出現量を見積ることです。

今回は初年度の調査だったので、ロウソクボッ

ケだけをできるだけ多く採集できる時期と場所を

選ぶ作業が必要でした。そこで、２回の調査時期

北水試だより 60 （2003）

ロウソクボッケのトロール調査を開始

図１ 調査海域

図２ 曳網時間30分あたりの漁獲量

※ロウソクボッケ：

それまでの浮魚的な生活から、底生生活に移行して間もないホッケ幼魚の別名です。成魚に比べて

体型がほっそりしているので、このように呼ばれます。道北海域では、９月頃から翌年３月頃までの

宗谷・網走管内における沖底漁業と、秋のオホーツク海沿岸における底建て・定置網漁業により、主

。 、 、に漁獲されます ホッケは１月１日を誕生日として年齢をカウントするため 秋に漁獲されるものは

まだ満１歳に達していません。大部分がすり身原料として利用されるため、魚のかたちのまま食卓に

上ることはほとんどありません。
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（10月および11月）と６つの調査区（図１）を設

定し、それぞれで得たデータを比較検討すること

にしました。実際の調査は時化により難航し、延

べ７回の操業にとどまりましたが、次の結果を得

ることができました。

まず 曳網時間30分あたりに換算した漁獲量 図、 （

２）は、10月と11月の２回操業したC調査区に着

目すると、10月の290kgに対し、11月はその半分

以下の125kgでした。調査区ごとの漁獲量を、両

月を含めて比較すると、宗谷岬より西側で多く

（100kg以上 、東側で少ない（50kg未満）結果で）

した。

、 （ ）一方 標本を生物測定して得た体長組成 図３

では、Ｂ～Ｄの３区において、グラフに体長18～

19cmを頂点とした山があり、25cm以上の個体がほ

とんど観察されませんでした。したがって、これ

ら３区においては、ほぼロウソクボッケだけが分

布していたと判断されました。そのほかのＡおよ

びＥ・Ｆ区では、体長25cm以上のホッケも混じっ

ていました。特にＡ区で最も多かった体長階級は

25cm台であり、満１歳魚以上が主に分布していた

と考えられました。

、 （ ） 、これらの結果から 次回 平成15年度 以降は

調査時期を10月以前に、調査区を今回調査した中

ではＢ～Ｄの３区に、それぞれ絞ることができる

。 、と判断されました 今後も調査方法を改良しつつ

調査を継続する計画です。５～６年後には、本来

の目標である、ロウソクボッケの出現量推定が可

能になることが期待されます。

（稚内水試資源管理部 高嶋 孝寛）

図３ トロールで漁獲されたホッケの体長組成
ｎは測定した個体数を示す

写真 揚網後の計量作業
かごの中身はロウソクボッケ

北水試だより 60 （2003）
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2002年10月下旬～11月中旬にかけて “リュウ、

グウノツカイ（ ）"とおぼしRegalecus russellii

き珍魚が、あわせて２個体、余市町中央水産試験

場に持ち込まれました。リュウグウノツカイとい

えば、その名から「深海からの（予期せぬことを

知らせる）まれなる訪問者」といったイメージを

思い浮かべます。その姿を見たことがある人はわ

ずかでも 「この名」を知っている人は多いので、

はないでしょうか？

１個体は、町内の鮮魚を扱う柿崎商店から、も

う１個体は小樽水族館から、水試に提供されたも

のでした。それぞれから入手された状況を聞き、

さらにそのおおもとの出所である余市郡漁協にこ

のことを尋ねたところ、漁獲された状況が判明し

ました。２個体とも10月18日に、余市町白岩沖の

（ ） 、大謀網 水深約50ｍに設置 に迷い込んだもので

１尾は生きていたので、水族館へ運び込まれたそ

うです（写真１ 。しかし、大変デリケートな魚）

なので、元気に泳ぐ姿を水族館で見せることは出

来なかったようです。

まず “リュウグウノツカイ"は 「体は著しく、 、

細長いこと、頭のすぐそばにある６本の背鰭は非

常に長く太いこと、体の色は銀色で、鱗はなく、

表面はなめらかなこと、臀鰭（しりびれ）がない

こと、などが特徴です。今回、提供された２個体

はこれらの特徴を持っていました。

めったにお目にかかれる魚ではなく、またせっ

かく提供された貴重な魚ですので、詳しく体型な

どを計測し、これに関する文献をいろいろ調べる

ことにしました。

まず、日本近海の漂着・捕獲例をみますと、日

、 。本海側を中心に 山陰や北陸海岸で多いようです

しかし、北海道では、太平洋側で３例、日本海側

では古平で１例が報告されているにすぎません。

今回の２個体は、尾鰭が欠損していたため全長は

測れませんでしたが、いわゆる標準体長（吻端か

ら尾鰭基底までの長さ）はＡの個体が151.0㎝、

Ｂの個体は167.8㎝でした（表１ 。）

大きいものは5.5mに達するそうですが、大きさ

を調べた30例の内、２ｍ以下は７例であったこと

から、比較的小型の部類に入ると考えられます。

体重は、Ａが3,725ｇ、Ｂが2,341gでした。体高

、 、 。に対する体長の比は Ａが9.7 Ｂが13.5でした

、 、さらに 体の後ろまで伸びている背鰭条数を数え

北水試だより 60 （2003）

余市白岩沖の大謀網に迷い込み、のちに中央水試
に持ち込まれた２尾のリュウグウノツカイ

余市町白岩沖大謀網（2002年10月18日）に

迷い込んだ２尾のリュウグウノツカイ

表１ 余市沖で見つかったリュウグウノツカイの

大きさや各部位の計測結果



- 43 -

既往の知見と比較することにしました（表２ 。）

両個体とも６本の太い背鰭鰭条があったほか、そ

の後ろにはＡには115本とＢには189本の短い鰭条

がありました 「日本産魚類検索 （東海大学出版。 」

会）によれば、体長は体高の17～24倍、背鰭条数

は6+345～365となっています。また、日本海で過

去に調べられた例では、全長（あるいは体長）と

、 。体高の比は9.2～23.6 背鰭条数は136～365です

今回の２個体は、体長と体高比は小さく、また背

鰭条数は非常に少ないものでした。特に、Ａの方

で違いが顕著でしたが、一体どうしてこのような

違いがあったのかは分かりません。

今回、２個体が同時に定置網にかかりました。

同様に、1990年10月に静岡県由比町の海岸で、２

個体同時に雌雄のペアで見つかった例がありま

す。今回の標本の雌雄は肉眼的には判別できませ

んでしたが、ひょっとしてペアで行動していたと

も考えられます。このことは、あまり知られてい

ないこの魚の生態の一端を表しているものなのか

も知れません。

リュウグウノツカイは世界的に分布が認められ

ていますが、死んだ状態で漂着したり、あるいは

かなり傷ついた状態で見つかったりすることが多

いため、その生態については多くの謎が残されて

いるようです。この様に神秘性を持つリュウグウ

ノツカイは、北欧ではニシンの王（King of the

Herrings）といわれ、この魚がニシンの群れを引

き連れていると信じられていました。ここ余市は

かってニシンの千石場所でした。北欧での言い伝

えのように、この魚の突然の来訪が 「浜にニシ、

ンの大群が押し寄せる前兆であれば 」と、願．．．．

うのは私たちだけでしょうか?
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表２ 体各部の詳しい計測結果のあるリュウグウノツカイ採集記録
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「 」 （ ）本年度の 育てる漁業研究会 が１月24日 金

札幌市内の第２水産ビルで開催されました。

、（ ） （ 、この研究会は 社 栽培漁業振興公社 以下

栽培公社）が、例年この時期に開催しているもの

ですが、今年度は当研究会での講演者がすべて水

産試験場の職員ということもあり、栽培公社と水

産試験場の共催で実施されました。

今回のテーマは「磯根資源の増殖を今一度考え

る」で、講演を釧路水試、中央水試、栽培センタ

ーの各担当者が行いま

した。

釧路水試名畑資源増

殖部長が「コンブ漁業

の現状について 、中央」

水試干川資源増殖科長

が「北海道のエゾアワ

ビ資源について 、栽培」

センター酒井研究職員

が「ウニ類の栽培漁業

について」と題して講

演を行い、その後質疑

討論を行いました。

質疑・討論の時間は、講演者３名に加え中央水

試馬渕総括専技及び水産林務部栽培振興課藤島課

長補佐が参加し、栽培公社林副会長の座長により

会場の出席者と講演に関する質疑や意見交換が行

われました。

その中で、アワビ資源の増大については、これ

までのような一代回収型の人工種苗放流事業では

資源の回復が見込めないことから、大型種苗の放

流と永代禁漁区の設定により、高密度のアワビ母

集団を形成し、天然の再生産による資源増大が必

要との報告に、参加者からも強い関心が寄せられ

ていました。

また、ウニ漁業の報告では、具体的な数字によ

り一代回収型の経済効果を示した内容であり、種

苗生産段階の経費削減に取り組んでいることにつ

いて好評を得ていましたが、アワビと同じように

天然資源との関係を分析する必要があるのではな

いかとの提言もありました。コンブをテーマとし

た講演では、会場からも利尻コンブが激減してい

る現状が報告されるとともに、今後もコンブ漁業

者が生き残るためには、これまでの旧態然とした

生産システムを一新し、生産から流通までの一貫

したシステムづくりが必要との積極的な意見も出

されました。

今回のテーマは、漁業者も特に身近に感じてい

る課題でもあり、道内各地からおよそ330名が出

席し、会場は満員に埋めつくされました。参加者

の中には、漁業関係者のほか、将来水産業での活

躍を志す学生などが熱心に傍聴している姿も見受

けられ、今後の水産業の更なる発展を期待する人

たちの熱気で満ちあふれていました。

（中央水試企画情報室 榊原 滋）

北水試だより 60 （2003）

平成14年度「育てる漁業研究会」開催される

『写真は講演する
酒井研究員』

『質疑･討論の様子』
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図３と比較すると、今回の調査で魚群が多い海

域と2002年度の岩内のスケトウダラ延縄漁船の操

業位置がほぼ一致しています。図には示しません

でしたが、2000年度と2001年度の操業位置も2002

年度とだいたい同じだったことが分かっていま

す。

これらのことから2000～2002年度の岩内湾のス

ケトウダラの分布状況は、今回の調査結果から得

られた分布状況と似ていたのかもしれません。毎

年このようなパターンを示すのかどうか、今後の

調査で明らかにしていきたいと思います。

今回は岩内湾を中心とした海域を調査しました

が、今後、調査範囲を広げて漁期中のスケトウダ

ラの分布と回遊の状況をさらに調査していきたい

と考えています。

（本間隆之 中央水試資源管理部

報文番号B2217）

第25回日ロ研究交流開催される
2002年10月16～20日の間、中央水産試験場にお

いて、北海道立水試とサハリン漁業海洋学研究所

（サフニロ）との第25回研究交流が開催されまし

た。サフニロからの派遣団はラドチェンコ所長、

シェペーレヴァ研究員、シュパーコヴァ初級研究

員の３名でした。ラドチェンコ所長は、それまで

長くサフニロの所長を務められたルフロフ所長の

後任として一昨年着任し、今回が初めての中央水

試訪問となりました。

会議では、海洋や貝毒プランクトンの共同研究

について協議したほか、サフニロからはサハリン

のコマイの産卵生態とホタテの漁業と資源につい

て、北水試からは北海道における資源管理、サロ

マ湖のクロガシラガレイの成長と成熟、稚魚など

の小型遊泳動物（マイクロネクンクトン）を採集

するFMT(フレームトロール)の採集能力に関する

研究発表が行われました。各研究発表とも熱心な

質疑応答が交わされ、日ロ双方とも貴重な情報を

得ることができました。

サフニロからの訪問団は、今回は函館空港経由

で移動日を含め５日間の滞在であったため、とて

も忙しいスケジュールでした。しかし、帰国前夜

には函館山からの夜景を満喫し、サハリンへ戻っ

て行かれました。次回26回研究交流は、ユジノサ

ハリンスクで今年７月頃に開催される予定です。

（中央水試企画情報室 鳥澤 雅）

サフニロからの訪問団

（ 、 、右側奥からシェペーレヴァ研究員 ラドチェンコ所長

通訳小杉氏、シュパーコヴァ初級研究員）

sakakibaras
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あったかという効果を把握することが重要な課題

になってきます。

これらの課題の解明には、マツカワの生理・生

態研究をはじめ、種苗放流や市場調査などを続け

なければならず、多くの労力と広範な知恵の結集

が必要です。このため、釧路水産試験場や各地の

水産技術普及指導所や支庁、市町村や漁協の関係

者が一丸となり、さらに日栽協厚岸事業場、独立

行政法人水産総合研究センター北海道区水産研究

所との連携も密にし、一致団結して道東海域のマ

。ツカワ資源増大に取り組む必要があると思います

（ささき まさよし、かくだ とみお

釧路水試資源増殖部 報文番号B2213）

「海藻のたまご」が商品化されました！
－全国水産加工品総合品質審査会で水産庁長官賞受賞－

北水試だより第53号で「まもなく商品化！」と

してお知らせした、釧路水産試験場で開発した海

藻を用いたイクラ状のゼリー「海藻のたまご （詳」

細は第55号に掲載）が2002年８月、厚岸町の水産

加工会社により商品化され、ついに発売されまし

た。そして、10月に全国水産加工業協同組合連合

会の第13回全国水産加工品総合品質審査会で応募

製品979点の中から農林水産大臣賞３点、水産庁長

官賞５点のうち、水産庁長官賞を受賞しました。

、コンブのイメージを一新したきれいな色や丸い形

プリプリした食感に興味を引かれたそうです。

業務用はホテルや旅館などで使われ、釧路市内

のホテルでは和食レストランで会席料理の椀物に

酢の物として、札幌市内のホテルではフランス料

理のスープに利用されました。この製品には味が

付いていませんので、味付けはシェフの腕の見せ

どころでしょうか。

店舗用は80ｇと150gのサイズがあり、厚岸道の

。駅や札幌市内のスーパーなどで販売されています

こちらは家庭で利用できるように簡単なレシピも

用意されています。ヨーグルトや長いもあえ、厚

。焼き卵に加えたメニューなどが提案されています

評判の方も上々で、トッピングとして手軽に使

えるのが良いとのことで、海藻の新しい利用法と

して注目されています。

「海藻のたまご」を商品化した厚岸町の水産加

工会社はサンマ・イワシの加工を主に行ってきま

したが、近年、魚の消費量の減少により、加工魚

種を増やして少量ずつ作ることにしたため、地元

の厚岸で間引かれるコンブの利用について相談に

来場されました。そこで「海藻のたまご」を紹介

し、イクラ状にするための成型技術や保存性を高

めるための技術、大量生産のための機械の選定な

ど、技術指導を重ね商品化に至りました。

釧路水試で開発した「海藻のたまご」が、さら

に広く利用されることを期待しています。

（釧路水試利用部 宮崎亜希子・辻 浩司）
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